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上
富
良
野
町
と
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
が
友
好
提
携
し
た
の
は
、

日
年
前
の

1
9
8
5
年
(
昭
和
印
年

)
9
月
5
日
で
し
た
。

当
時
、
北
海
道
と
カ
ナ
ダ
ア
ル
パ

l
タ
州
が
姉
妹
提
携
し
て
い
た
縁
で
、

相
互
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
・
中
学
生
や
高
校
生
の
派
遣
、
開
基
百
年
、

記
念
行
事
な
ど
で
互
い
に
訪
問
す
る
中
で
、

友
情
の
舛
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

5
年
ご
と
の

fへ

わ

回



今
年
9
月
に
北
海
道
・
ア
ル
パ

l
タ

州
姉
妹
提
携
却
周
年
記
念
式
典
、
上
富

良
野
町
・
カ
ム
ロ

l
ズ
市
友
好
提
携
日

周
年
記
念
式
典
と
、
道
内
と
州
内
の
姉

妹
提
携
都
市
会
議
と
そ
の
関
連
行
事
が

エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
と
カ
ム
ロ

l
ズ
市
で

催
さ
れ
、
上
富
良
野
町
か
ら
は
随
行
者

を
含
め
て
ロ
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。

道
・
ア
ル
パ
l
タ
州
式
典

ま
ず
7
日
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
で
催
さ

れ
た
北
海
道
と
ア
ル
パ

l
タ
州
の
姉
妹

提
携
却
周
年
記
念
式
典
は
、
堀
北
海
道

知
事
夫
妻
、
湯
佐
北
海
道
議
会
議
長
、

ア
ル
パ

l
タ
州
首
相
、
日
本
総
領
事
を

は
じ
め
道
内
と
州
内
の
姉
妹
提
携
都
市

の
関
係
者
約
四
人
が
出
席
。
会
場
の
州

立
博
物
館
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、

初
年
を
祝
い
、
芸
術
、
文
化
、
経
済
に

渡
る
交
流
を
広
げ
る
こ
と
を
誓
い
合
つ

て
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
会
議
と
関
連
行
事

北
海
道
内
と
ア
ル
パ
1

タ
州
内
の
姉

妹
提
携
都
市
が
一
堂
に
会
し
て
、
姉
妹

都
市
会
議
と
歓
迎
行
事
が
当
番
市
の
カ

ム
ロ
ー
ズ
市
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
州
内

の
9
市
と
上
富
良
野
町
を
含
む
道
内
の

6
町
の
代
表
者
や
関
係
者
が
集
っ
て
開

か
れ
ま
し
た

姉
妹
都
市
会
議
の
前

r、

事
に
は
、

夜
に
あ
た
る

8
日
に
行
わ
れ
た
歓
迎
行

エ
ド
モ
ン
ト
ン
か
ら
移
動
し

て
き
た
堀
知
事
夫
妻
、
湯
佐
道
議
会
議

長
、
ア
ル
パ

l
タ
州
政
府
代
表

日
本

総
領
事
を
は
じ
め
道
内
・
州
内
の
姉
妹

提
携
都
市
関
係
者
約
問
人
が
出
席
。
当

番
市
と
友
好
提
携
し
て
い
る
上
富
良
野

町
が
琴
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
ヵ

ム
ロ

l
ズ
市
か
ら
は
小
学
生
の
ダ
ン
ス

-
r
l
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が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
と
一
緒
に
踊
る

な
ど
会
議
の
成
功
を
祈
り
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

琴
の
演
奏
者
6
人
の
方
々
は
、
着
物

姿
で
演
奏
を
披
露
す
る
と
、
カ
ム
ロ
|

ズ
の
小
学
生
が
前
に
陣
取
っ
て
珍
し
そ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
演
奏
曲

は
、
カ
ナ
ダ
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
曲
目
を
と
、
「
オ
1

・
カ
ナ
ダ
」
を
含

カムローズ市
カムローズ市は、アルバータ州の中心
都市エドモントンから南東88.5krnに位
置し、市の>4にわたって流れるストー
ニークリーク川に沿った自然林は、美
しい公園として整備され、市民の憩の
場となっている。ポプラ、柳、ななか
まどなどの樹木があり、 一年を通して
上富良野町と気候が似ている。

め、

4
曲
を
披
露
し

日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
日
本
の
伝
統
と
文
化

を
広
め
、
出
席
者
に
感
動
を
あ
た
え
ま

し
た9

日
の
姉
妹
都
市
会
議
に
は
、
約
叩

人
が
集
い
、
姉
妹
都
市
提
携
市
町
村
ご

と
に
交
流
状
況
報
告
と
今
後
も
さ
ら
に

交
流
を
深
め
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
前
夜
に
引
続
き
、
琴
の
演
奏
を

2
曲
披
露
し
た
後
、
上
富
良
野
町
と
カ

ム
?
ー
ズ
市
の
友
好
提
携
日
周
年
ほ
か
、

5
、

0

唱

E
A

守
』
ム

5
周
年
を
迎
え
る
姉
妹
提
携

市
町
村
代
表
者
8
人
に
よ
る
記
念
ケ
l

キ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

町
・
カ
ム
ロ
l
ズ
市
式
典

エ
ド
モ
ン
ト
ン
か
ら
移
動
し
た
訪
問

団
一
行
は
、
上
富
良
野
町
と
カ
ム
ロ
|

ズ
市
の
友
好
提
携
日
周
年
記
念
式
典
に

臨
み
ま
し
た
。
式
典
は
、
公
式
行
事
の

合
聞
を
縫
っ
た
8
日
、
カ
ム
ロ

l
ズ
市

役
所
近
く
の
公
園
に
お
い
て

日
周
年

を
記
念
し
て
「
上
富
良
野
フ
レ
ン
ド
シ

ツ
プ
ガ
ー
デ
ン
」
の
開
設
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
サ
イ
ワ
ク
前
市
長

夫
妻
、

ス
ワ
ン
ソ
ン
元
市
長
夫
人
、
市

議
ら
の
ほ
か
市
民
が
見
守
る
な
か
「
フ

ロ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
木
を
メ
イ
ヤ
l
・

カ
ム
ロ

l
ズ
市
長
と
田
中
助
役
が
記
念

植
樹
し
、
「
木
と
同
じ
よ
う
に
友
好
関
係

を
育
て
て
行
く
」
こ
と
を
互
い
に
誓
い

合
い
ま
し
た
。
メ
イ
ヤ
l
市
長
は
、
上

富
良
野
町
開
基
百
年
に
「
カ
ム
ロ

l
ズ

市
・
津
市
友
好
通
り
」
の
設
置
と
記
念

植
樹
に
感
銘
し
、
そ
の
お
礼
が
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
述
べ
て
い
ま
し

た。カ
ム
ロ

I
ズ
市
内
見
学

式
典
後
に
案
内
さ
れ
た
カ
ム
ロ

l
ズ

市
内
の
見
学
で
は
、
市
役
所
議
事
堂
で

7
人

(
1
人
欠
席
)
の
市
議
会
議
員
の

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
市
内
の
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
と
町
英
語
指
導
助
手
の
ジ
ョ
ン

さ
ん
の
父
マ
ッ
ク
ス
氏
が
校
長
を
勤
め

る
カ
ム
ロ

l
ズ
高
校
を
見
学
し
ま
し
た
。

高
校
で
は
、
生
徒
た
ち
が
明
る
く
伸
び

伸
び
と
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
が

自
立
と
自
己
責
任
を
も
た
せ
る
教
育
を

進
め
て
い
る
と
説
明
を
受
け
、
そ
の
姿

勢
に
は
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ム
ロ

l
ズ
市
歓
迎
行
事

9
日
姉
妹
都
市
会
議
後
、
友
好
提
携

日
周
年
記
念
歓
迎
行
事
が
、
市
内
の
ホ

テ
ル
で
カ
ム
ロ

l
ズ
市
の
日
本
友
の
会

隊第ω鵠~

の
皆
さ
ん

(
6
人
)
の
手
づ
く
り
で
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
長
夫
妻
を

は
じ
め
、
前
市
長
夫
妻
、
元
市
長
夫
人
、

市
議
、
教
育
委
員
会
代
表
ら
約
加
人
が

出
席
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
族
衣
装

回

を
ま
と
っ
た
カ
ム
ロ

l
ズ
高
校
副
校
長



の
演
奏
す
る
パ
グ
パ
イ
プ
(
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
族
楽
器
)
で
本
町
訪
問
団
が

入
場
し
、
高
校
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
と
日

本
語
・
英
語
の
歌
の
披
露
な
ど
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
、
心
暖
ま
る
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
両
市
町
の
日
周
年
友
好
記
念

に
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
か
ら
は
「
上
富
良
野

フ
レ
ン
ド
シ
ツ
プ
ガ
ー
デ
ン
」
の
水
彩

画
を
、
上
富
良
野
町
か
ら
は
ヱ
l

勝
岳

れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
し
ま
し
た
。

と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
の
油
絵
を
、
そ
れ
ぞ

伸び伸びと授業を受けるカムローズ高校
生。 900人の生徒の中に日本からの留学生
が 2人いました。

バンフ国立公園で雪を頂いたカナデイア
ンロッキ一。3，000m級の山々が速なり、
森林生殖限界の標高近くで線影。 )11はカ
ナダ北部のハドソン湾へと流れる。

国
立
公
園
見
学

公
式
行
事
の
連
続
で
へ
と
へ
と
に
な

っ
て
い
た
訪
問
団
一
行
で
し
た
が
、
カ

ム
ロ

1
ズ
市
日
本
友
の
会
の
ラ
ス
ム
セ

ン
会
長
の
配
慮
で
計
画
さ
れ
た
ア
ル
パ

ー
タ
州
内
の
名
所
「
ジ
ヤ
ス
パ

l
・
パ

ン
フ
国
立
公
園
」
の
見
学
で
、
疲
れ
が

吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

カ
ナ
デ
イ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
の
山
々
の

雄
大
さ
、
山
に
頂
い
た
白
い
雪
、
そ
し

て
氷
河
。
氷
河
か
ら
流
れ
る
水
は
川
と

な
り
、
湖
に
注
ぐ
。
湖
は
青
く
、
水
は

森
林
を
、
緑
を
育
ん
で
い
る
。
森
林
は

心
に
感
じ
た
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

野
性
動
物
と
共
生
し
て
い
る
。

町
で
は
、
国
内
外
に
行
き
、
違
っ
た

日
本
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
世
界
に
、
た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば

か
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
雄
大
な

生
地
の
生
活
、
文
化
、
習
慣
、
社
会
、

教
育
、
経
済
な
ど
を
感
じ
取
り
、
豊
か

自
然
と
野
性
動
物
を
保
護
・
共
生
し
な

な
人
間
性
の
醸
成
と
人
づ
く
り
を
進
め
、

町
づ
く
り
に
生
か
し
て
も
ら
お
う
と
、

が
ら
、
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用

国
内
外
交
流
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
国
柄
に
感
銘
し
ま
し
た
。

結
び
に

是
非
、
こ
の
制
度
を
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
ロ
年
国
内
外
交
流
事
業
申
込
み

今
回
、
カ
ナ
ダ
を
訪
問
さ
れ
た
方
々

は
、
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
の
申

は
、
雄
大
な
自
然
に
触
れ
、
心
温
ま
る

人
々
に
触
れ
て
帰
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
目
に
焼
き
つ
い
た
も
の

(
総
務
課
庶
務
係

宮

@
6
4
0
0
)

地元カムローズ新開
記者の取材に、今後
の交流に対する抱負
を語っている訪問団
長の問中助役

訪

問

を

終

え

て

助

役

田

中

イ半

カ
ム

l
ロ
ー
ズ
市
と
の
友
好
提
携
日
周
年
式
典
、
姉

妹
都
市
会
議
、
道
・
ア
ル
パ
|
夕
州
姉
妹
提
携
却
周
年

式
典
な
ど
に
出
席
す
る
た
め
、
上
富
良
野
町
か
ら
ロ
人

が
訪
問
し
て
参
り
ま
し
た
。

カ
ム
ロ

l
ズ
市
と
の
友
好
提
携
日
周
年
式
典
に
は
、

メ
イ
ヤ

l
市
長
夫
妻
、
市
議
会
、
日
本
友
の
会
は
じ
め

市
民
の
皆
様
に
、
上
富
良
野
フ
レ
ン
ド
、
グ
ッ
プ
ガ
ー
デ

ン
の
開
設
、
記
念
植
樹
、
そ
の
ほ
か
歓
迎
行
事
な
ど
の

開
催
に
ご
努
力
い
た
だ
い
た
う
え
に
、
心
温
ま
る
歓
迎

を
い
た
だ
い
て
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
カ
ム
ロ

l
ズ
市

と
の
友
好
の
紳
を
さ
ら
に
深
め
、
引
続
き
交
流
し
て
行

く
こ
と
を
互
い
に
誓
い
合
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
会
議
に
は
、
琴
演
奏
の
皆
様
に
よ

っ
て
日
本
の
伝
統
文
化
を
広
め
、
会
議
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

お
礼
と
と
も
に
、
無
事
帰
町
し
た
こ
と
を
報
告
申
し
上

げ
、
今
後
と
も
国
内
交
流
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幸

カ
ム
ロ

l
ズ
市
と
の

主
な
交
流
の
あ
ゆ
み

1
9
8
3
年
〔
昭
和
問
年
〕

文
部
省
派
遣
海
外
教
育
事
情

視
察
で
、
上
富
良
野
高
校
丸
山

校
長
が
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
パ
|
夕

州
を
訪
問
し
、
上
富
良
野
高
校

と
の
友
好
関
係
の
希
望
を
ア
ル

パ
l
タ
州
政
府
関
係
者
と
話
し

ム
ヲつ。エ

ド
モ
ン
ト
ン
市
ジ
ユ
ス
パ

l
プ
レ
イ
ス
総
合
高
校
よ
り
姉

妹
校
提
携
の
申
し
出
が
あ
る
。

1
9
8
4
年
〔
昭
和
四
年
〕

カ
ム
ロ
ー
ズ
市
ス
ワ
ン
ソ
ン

市
長
よ
り
、
姉
妹
提
携
の
意
向

を
伝
え
る
手
紙
が
届
く
。
上
富

良
野
高
校
と
ジ
ユ
ス
パ

l
プ
レ

イ
ス
総
合
高
校
が
姉
妹
校
締
結
。

児
童
生
徒
作
品
・
手
紙
を
カ

ム
ロ

l
ズ
市
内
の
学
校
に
送
付
。

1
9
8
5
年
〔
昭
和
的
年
〕

カ
ム
ロ

l
ズ
市
と
の
友
好
提

携
に
つ
い
て
議
会
で
議
決
。
9

月
5
日
に
友
好
都
市
提
携
調
印

式
。

1
9
8
6
年
〔
昭
和
旧
年
〕

上
富
良
野
町
・
カ
ム
ロ
ー
ズ

市
友
好
委
員
会
設
立
。

上
富
良
野
高
校
海
外
派
遣
を

実
施
。

〔
初
、
川
町
、
羽
、
湖
、
百
年
の
計

5
回
実
施
さ
れ
た
。
〕

1
9
8
7
年
〔
昭
和
旧
年
〕

友
好
委
員
会
が
、
カ
ム
ロ
ー

ズ
市
政
要
覧
日
本
語
版
を
発
行
。

1
9
8
8
年
〔
昭
和
位
年
〕

第
1
回
青
少
年
海
外
派
遣
事

業
で
、
生
徒
辺
名
、
引
率
4
名

が
親
善
訪
問
。

〔
湖
、
百
年
の
2
回
実
施
さ
れ
た
。
〕

社
教
セ
ン
タ
ー
で
「
カ
ナ
ダ
写

囚



ぶ
員

儲
談

、
あ
相

と
ス
一

者
ビ

一

周
一
一

手
↑
斗

-

一

由
本
の
文
化
を
伝
え
て

/・・¥

カ
ム
ロ

l
ズ
市
友
好
提
携
日
周
年
の
記
念

の
年
に
、

町
民
訪
問
団
と
し
て
派
遣
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
上
富
良
野
町
の

皆
々
傑
に
ま
ず
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
カ
ム
ロ

ー
ズ
市
で
の
琴
演
奏
終
了
後
、

琴
の
音
合
わ
せ
の
仕
方
や
、
音
階
、
音
符
、

小田ケアマネージャー
社会福祉協議会居宅介護事業所 2⑮3505

社会福祉協議会居宅介護事業所で、介

護サービス計画を作成し在宅生活の支援

を行っています。

介護保険サービスを利用することで在

宅生活に自信をもつことができた事例を

紹介します。 演奏を彼自主した第IJlI!11f紘会のみなさん。
オーカナダ演奏のため、五線譜を琴別諸国に直したり、
リズムをとるのにたいへんご苦労されました。
左から松本紘子さん狩野順子さん金子愛さん

玉1>:山手口子さん 一色紀美子さん西塚万里子さん

指
づ
め
な
ど
に
つ
い
て
、
通
訳
が
大
変
な

ほ
ど
質
問
攻
め
に
あ
い
ま
し
た
。
お
陰
さ

ま
で
、
出
席
者
か
ら
身
に
余
る
賛
辞
を
い

た
だ
き
、
日
本
文
化
の
香
り
を
多
少
な
り

と
も
お
伝
え
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
か
み

し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ存
曲

維
紘
会

本

紘

子

者11i'11会議でダンスを踊った小学生と琴演奏を
終えた和服姿の一色さん。
着物のままみんなとダンスを しました。

ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
て
、

緒
に
踊
ろ
う
と
い
う
の
で
、
着
物
の
ま
ま

真
展
」
を
開
催
。

1
9
9
0年
〔
平
成
2
年〕

上
富
良
野
町
・
カ
ム
ロ

ー
ズ

市
友
好
提
携
5
周
年
を
記
念
し

て
、
安
政
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
を

含
む

一
行
日
名
の
使
節
団
を
派

遣。
1
9
9
5
年
〔
平
成
7
年〕

上
富
良
野
町
・
カ
ム
ロ

l
ズ

市
友
好
提
携
叩
周
年
の
記
念
調

印
式
に
出
席
。

1
9
9
6
年
〔
平
成
8
年〕

友
好
委
員
会
が
、
「
ホ

l
ム
ス

テ
イ
の
英
会
話
」
を
発
刊
。

長
期
国
外
派
遣
研
修
で
町
職

員
斎
藤
繁
氏
を

一
年
間
カ
ム
ロ

ー
ズ
市
に
派
遣
。

1
9
9
7
年
〔
平
成
9
年〕

カ
ム
ロ

i
ズ
市
長
一
行
来
町
。

開
基
百
年
記
念
式
典
出
席
。

1
9
9
8
年
〔
平
成
刊
年
〕

カ
ム
ロ
l
z
ズ
友
好
通
り
に
記

念
植
樹
。

2
0
0
0
年
〔
平
、成
四
年
〕

上
富
良
野
町
・
カ
ム

ロ
|
ズ

市
友
好
提
携
日
周
年
を
記
念
し

て
、
琴
演
奏
者
を
含
む
ロ
名
の

使
節
団
を
派
遣
。

松

琴
演
奏
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
西
塚
さ
ん
と
二
人
で
パ

l
ト
を

任
さ
れ
、
リ
ハ

ー
サ
ル
で
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で

し
た
が
、
本
番
は
今
ま
で
で
最
高
の
出
来

で
し
た
。
そ
れ
は
、
カ
ム

ロ
ー
ズ
の
人
た

ち
の
言
葉
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
歓
迎
し

て
く
れ
て
い
る
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
会
場

の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
子
供
た
ち
は
、
琴
に
興
味
を
持
ち

琴
を
説
明
す
る
の
に
ど
う
い
っ
た
ら
い
い

の
か

「ジ

ヤ
パ
ニ

l
ズ

ハ
l
プ
」
で
、
や

っ
と
通
じ
た
よ
う
で
し
た
。
子
供
た
ち
が

み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。
カ
ム

ロ
ー
ズ
の

い
て

皆
さ
ん
に
は
、
と
て
も
よ
く
し
て
い
た
だ

ロ
ッ
キ
ー
も
観
光
で
き
、
心
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

演
奏
者

色

紀
美
子

利用しやすい位置

Kさんl立、 55歳。在宅で酸素の使用を

しなくてはならない特定疾害者で介護保

肢の認定を受けています。3年間の入院

生活の後、平成10年から、 在宅サービス

(ホームへjレJ'¥一週に6固・訪問看護週

に1回・往診月に 1回)を利用し、介護

者の夫仁麦えられながら、不安の中で在

宅生活をはじめましだ。

これまでKさんl立、ベッ ドの慣のポー

タブルトイレを使用していたため、 生活

の範囲も限られていましたが、なんとか

自力でトイレに行くことができるように、

各所に手すりを付けることにしましだ。

介護保瞭サービスの住宅改修を利用し

て、トイレ、浴室への廊下、各室の手す

りを設置し、また、福祉用具貸与で、立

位補助用具を利用し、体調の良いときは、

自力でトイレで排出を行えるようになり

ました。浴室にち手すりを白けたことで、

安lG¥して入浴もできるようになりました。

各所の手すりの位置は、 Kさんの意見

を踏まえ、介護者、業者、ケアマネージ

ャーと横討し、設置場所を決めましたが、

浴室内の手すりの位置が、 Kさんの思う

位置と遣いがあることがわかり、君、きょ

横討し直して設置しました。人それぞれ

使いやすい位置が遣うということ、取り

げけるi屠所すべての位置を確認する必要

があったという教訓です。

現在の身体機能にこだわらす:将来の皇

体機能低下に備え、どの程度、どの範囲

まで改修するのか、また、種々のケース

について幅広い情報を提供しよりよい意

志決定ができるよう援助すること、利用

者に安lG¥して住み慣れた我が家で生活で、

きるよう吏援レていくことが私たちの仕

事です。

回
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ハ
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デ
イ

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て

6
か
月
が
過
ぎ
ま
じ
た
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
よ
リ
利
用
じ
や
す
い
よ
、
フ
、

短
期
入
品
川
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
司
教
を

拡
大
お
よ
び
振
替
で
き
る
取
リ
扱
ド
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
紹
介

x

短
期
入
品
川
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
司
教
、
町
の
特
別
給
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
じ
ま

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
は
、
在
宅
で
介
護

を
う
け
て
い
る
方
を
一
時
的
に
施
設
で
お

世
話
す
る
制
度
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
さ
れ
た
方
が
利
用
芹
き
ま
す
。

特
別
養
護
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
施
設
に
は
(
個
室
が

6
・
2

人
室
が

2
)
刊
床
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

居
室
に
備
え
付
け
て
あ
る
も
の

-
介
護
用
ベ
ッ
ト
・
流
し
台

.
テ
レ
ビ

・
チ
ェ
ス
ト
(
整
理
た
ん
す
)

居
室
向
い
に
は
、
障
害
者
の
利
用
を
考
慮

し
設
計
さ
れ
た
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

浴
室
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
利
用
者
と
共

用
に
な
り
ま
す
。

利
用
料
・
利
用
日
数

要
介
護
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
1
割
と
食
事
の
負
担

額
、
日
周
品
費
を
合
わ
せ
1
日
の
利
用
料
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要

支

援

1
、6
8
4
円

要
介
護
度
1

1

、
7
1
2
円

要
介
護
度
2

1

、
7
5
7
円

要
介
護
度
3

1

、
8
0
1
円

要
介
護
度
4

1

、
8
4
6
円

要
介
護
度
5

1
、
8
9
0
円

介
護
保
険
制
度
で
利
用
で
き
る
日
数
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
の
拡
大
及
び
振
替

措
置
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
町
の
特
例
給
付

で
利
用
日
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
者
が
家
を

空
け
る
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
理

由
は
聞
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
介
護
福
祉
士
や
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
の
資

格
を
持
っ
た
職
員
が
親
身
に
お
世
話
い
た
し

ま
す
。
車
椅
子
ご
使
用
等
に
s
よ
り
ご
家
族
の

〈送
迎
が
難
し
い
場
合
は
、
リ
フ
ト
付
き
専
用

車
両
で
の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。
(
別
途
利

用
料
が
か
か
り
ま
す
。
)
見
学
も
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

回

ご
利
用
の
申
し
込
み
ゃ
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
生
活
指
導
員

進
藤
宮
⑮
2
3
0
0
番
ま
で
、
ま
た
は
、
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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斜角U
(表1)要介護度別限度額表

1 要介護度
!袖 訪問通所サーピ不 短期入所サービス
利用m 限度額[;， 利 用 限 度、回数

(1か月当切) (6か月当り)

要支援 61，500円 7日

要介護 1 165，800円
14日

要介護 2 194，800円

要介護 3 267，500円
2 1日

要介護 4 306，000円

要介護 5 358，300円 42日

/ヘ

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
の

利
用
限
度
日
数

介
護
保
険
法
に
よ
り
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

(表
1
)
の
と
お
り
に
要
介
護
度
ご
と
に
区
分
支

給
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
目
数
だ
け
で
は
、
居
宅
で

の
介
護
が
困
難
な
状
況
を
考
え
、
利
用
限
度
目
数

を
拡
大
す
る
「
次
期
拡
大
措
置
」
及
び
「
利
用
限

度
回
数
振
替
特
例
措
置
」
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
次
期
拡
大
措
置
】
と
は

要
介
護
認
定
等
の
更
新
ま
た
は
変
更
認
定
の
際

に
、
「
申
請
月
の

3
か
月
前
の
月
と
4
か
月
前
の

月
」
に
つ
い
て
、
訪
問
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

実
績
が
限
度
額
の

6
割
未
満
で
あ
れ
ば
、
次
期
認

定
期
間
に
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
数
を
拡

大
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
更
新
さ
れ
て
い
る
方
で
、

叩
月
以
降
に
認
定
有
効
期
間
が
あ
る
方
で
す
。

【
利
用
限
度
日
数
振
替
特
例
措
置
】
と
は
ー

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
目
数
を
越
え

て
利
用
さ
れ
る
方
に
、
一
定
条
件
の
も
と
、
訪
問

通
所
サ
ー
ビ
ス
に
替
え
て
利
用
日
数
の
拡
大
を
認

め
る
制
度
で
す
。

/ヘ

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
、
利
用
可

能
日
数
は
(
表
2
)
の
と
お
り
で
す
。

※[  i，振替の理由i 対象者

利用す ウ イ ア 要、 、
支援

、
る そ 高 同 な 痴
前

の齢疾病 居場合 ほ
文

他しう は、

事円IJ
てで 要

等い あ 介
でる る 護

請が申
ある 族家

た 雪定仰刃いB
め

場合又は r介 さ
必 護 れ
要 親族

カミ た
で、 困 方
す が ー難

(表2)
短期入所サービス利用振替表(6か月当たり)

ー

要介護度
利用可

、 能日数

要支 援 49日

要介護 1
84日

要介護 2

要介護 3
9 1日

要介護 4

要介護 5 98日

9
月
末
現
在
で
申
請
し
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
4
名
で
す
。
振
替
前
の
限
度
日
数
で
は
足
り
な

い
た
め
、
振
替
申
請
後
、
介
護
者
の
外
出
(
泊
)

及
び
休
養
等
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ
目
的
と
し
て
活
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
主

な
施
設
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

霊き医介護童t 

t豊里ls!
善(擁型慣病立院T 

ふ老 一特
ら人 ベフ別

の保健施 ダンl養護老
病

床群 設 ハ人
イホ
ツ l

ム

利室ダ二Eb 
10 6 

用を 床 |床

《
町
の
特
別
給
付
》

町
で
は
、
限
度
額
を
こ
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
々
の
た
め
に
、
特
別
給
付
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
て
利
用
で
き
る
「
上
乗
せ

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
(
表
3
)
の
と
お
り
で
す
。

(表3)

|¥ 訪問介護
短期入所
サービス

(1週間当り)
1('6'か月当り)

要支援 1回 4日

要介護 1
3回 7日

要介護 2

要介護 3 4回
1 1日

要介護 4 5回

要介護 5 7回 2 1日

※いずれも利用者負担は1割です。

保全ta句旬rrlι

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
依
頼
し
て
い
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
ま

た
は
利
用
を
予
定
し
て
い
る
施
設
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。制

度
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
課
介

護
保
険
係
宮
⑮
6
9
8
7
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

回



お元気ですか

保健婦です。
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蜘
『
2
歳一」
伊

ら
ト
イ

K
He
--
一ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
お
し
つ
こ
を
し
了

J

い
て
ち
ふ

な
か
教
え
て
心
れ
ま
せ
ん
。
』

(
2歳
2
か
月
の
子
の
母
)

均

一

点

小川
『
お
ま
る
に
誘
到
て
も
、
座
る
の
を
嫌
が
り
ま
す
。
同
じ
年
頃
の
友
達
が
お
む

つ
が
と
れ
た
の
で
、
う
ち
も
と
思
う
と
あ
せ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。』

(2
歳
6
か
月
の
子
の
母
)

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
悩
み
を
よ
く
耳
に
し
ま

す。

「う
ま
く
い
か
な
い
」
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
お
母
さ
ん
も
多
い
よ
う
で
す
。

あ
る
調
査
よ
る
と
、
排
池
の
習
慣
が
で
き
る
順
序
は
、
排
便
↓
排
原
(
昼
)

↓
排
尿
(
夜
)
の
順
に
自
立
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
自
立
の
年

齢
は
、

昼
間
の
排
尿
は
、

3
歳
で
的
・

6
%、
4
歳
6
か
月
で
mm
・
6
%。
夜
間

の
排
尿
は
3
歳
で
円

・
6
%、
4
歳
6
か
月
で
関

・
5
%
の
子
が
自
立
し
て
い
る

と
い
う
結
果
で
し
た
。

子
ど
も
が
自
分
で
お
し
つ
こ
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
ど
の
よ
う
な

過
程
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
か
ら
だ
の
発
達
と
ど
の
よ
う
に

関
係
し
て
い
る
の
か
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

表
ー
を
み
る
と
、
1
歳
か
ら
2
歳
に
か
け
て
臆
腕
の
大
き
さ
が
大
き
く
な
る

と
一
回
の
尿
量
も
増
え
、
排
原
回
数
は
減
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は

「お
し
つ
こ

を
た
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
だ
」
こ
と
を
表
し
、
お
し
つ
こ
の
間
隔
が
長
く
な

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
臆
脱
の
括
約
筋
の
働
き
と
大
脳

・
神
経

の
結
び
つ
き
が
で
き
て
く
る
と

「お
し
つ
こ
が
で
た
」
「
お
し
つ
こ
を
し
だ
い
」

こ
と
を

「感
じ
る
」
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
、

も
ぞ
も
ぞ
す
る
な
ど
の
合
図
と

し
て
表
れ
て
き
ま
す
。

1;訟¥腎臓の fぼうこうj 11目の 担l' 1京 I日の
相|尿のしかた

大きさ の大きさ 尿量 回数 尿 掻

新生児
lつ 30g 

24cc 13 
50 「ぼうこうJに一定flkの尿がたまる

12g ~50g 叫 300cc
反射的

と自動的(反射的)にtBる時J切です。

m潔!惑を身につけるH制切なので、お

6か月 1 5~20 lこ むつ交換は子どもに合わせてだいた
尿 いのH寺聞を決めて行い、1m紫の快さ
fどb 

300 I.U をわからせていく 。
l才 36g 200 60 1O~ 1 3 

~700 
すI期時l l才半をすぎると、JIII"Iや腕l此の街

約紡の{動きと大l悩のやl'主主の結びつき

がI:Uてきて、おしつこの出たこと、

/ I.Uたいことを合図するようになりま

す。(もぞもぞする‘手や目の切jき

1才8か月 250 700 が止まる)

~2才 ~400 
90 8~ 1 2 

~900 
相|尿の間隔が211寺問位あくよう にな

ったら、日中はおむつをはずしてト

1当
イレに誘ってみます。ti:¥てしまって

からしぐさで合医|が出来るようにな
分

り、やがて出る前の rPRi;Jを感じ
1/) 

て知らせるようになります。
2才1)"----・.ー---ー・-----. -ーー.--ーー 6~ 1 2 -... -・・. .¥、也tγ， 、

思 昼間の失敗は少なくなります。午睡

で 中むもおつむをマはずE制すも。決ない日が続いたら、

l京 お まった時Ii刊にト

を
イレに誘っておしっこをさせる。少

しの聞がまんがljj来ます.
3才 -・ーー，-・・・F -・・.ーーーー -ーー. ー---ー---"・.ーー fjj 

すー 夜中の封|尿もずっと少なくなるので、

司11 係子をみながら夜間のおむつをはず

練 します。(夜中に起こしてトイレに

連れていくのはやめましょう、よく

II[~ ってるなら夜中に者結える必要も

ありません)
4才半 '・---ーー.------ー・--ー----・・.ー-----ーー -・・.ーーー，

勝目先にたまった尿量が少なくても、

、700 / 
自分の意志で自由に尿をI:Bすことが

5才 60g 100 8~9 
~900 出来るし、中断することがtln経る。

中 排尿 (大人と閉じ勝j洗になる)v 
200 1000 の

大人 130g 500 
~300 

;)-( 

~2∞o 
l当
守

(表1)排原の自立と過程自分でおLっこができるために
大人の)関わりの1ポイント

1.子供の体のすすみ具合をみる
<Iおしつこの前後に「しぐさ」があるか感じてきているか
②おしつこの間隔があく時があるか アレ/おしつこ

(2~3 ' J時間) していない/

③おしつこのザズムほどうかなー・…間隔はどiの位あく
ようになったのか

2.2"'3時間あいた時にトイレやおまるにさそう
①ぐうぜん(タイミ、グ)でトイレやおまるにおしつごす

るチャンスをっとる。gラまくいったら大いに刷る。 rチ「的中/J
火の'rおLつミ姿Jを見せる。

~" パンヅに札て予供自身方!>{ぉ， b，令ζ感覚JIを
+分につめ込めるようにする切断が意識する)

佃た出た。あったかいなJ足に洗れているみL. "( 

s 
Gおしつこ見たよ、水のようだ。床にたまってるよふ克

s 
I ~お母さんの声「チー出たねグJ (これがチーかあ))商心士

4.r本人Jが勝脈に原がギリギリにたまった感
じを覚え言えるようになるのを待つ

『叱らない』がおしつこトレーニングの秘訣

て¥ー

以
上
の
よ
う
な
か
ら
だ
の
発
達
、

神
経
の

発
達
が
で
き
て
く
る
こ
と
が
子
ど
も
の
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
準
備
と
し
て
大
切
で
す
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
と
、
大
人
が

子
ど
も
を
、

訓
練

(
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
)
を
さ

せ
て
お
む
つ
を
と
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

レ
か
レ
本
来
は
、
大
人
は
そ
の
子
の
か
ら
だ

の
発
達
の
状
態
を
と
ら
え
て
、
そ
の
時
期
に

合
づ
た
適
切
な
関
わ
り
を
と
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

そ
の
子
に
合
っ
た
時
期
を
待
ち
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
、
あ
せ
ら
す
が

一
番
で
す
。

回
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下
げ
①家、かわ

下足
村吉

住
隆
さ
ん
・

想!rarげ事ei 
UP I- 周圃匹唱F‘.11 .新マ 園田-，惜民:...'.-・耐の
ん .~・ζみZ雲南_4子

いとう ゆきの I (1歳)E，J-FjfIR?主" 丁

伊藤 雪乃ちゃん(1歳10か月) I ・・d・3長盟且J
和則さん・珠美さんの子〈旭町2丁目) I 誰にでもにこにこと笑顔をふりまいて

一見おとなしそうにみられること !います。でも、お姉ちゃん、お兄ちゃん

が多いのですがそんなことはなく、 |の姿が見えなくなると泣きだしちゃって

自分の世界をもった頑固者です。しゃ |たいへんです。元気で思いやりのある子

べるようにちなってきて元気一杯です。 になってほしいです。

母子関係

受イ寸時間 個人案内

会 揚社会教育総合センター

砂4か月児健康診査

10月24日(火) 平成12年6月生まれの子

11月21日(火) 平成12年7月生まれの子

砂7か月児乳児相談

10月24日(火) 平成12年 3月生まれの子

11月21日(火) 平成12年4月生まれの子

砂10か月児乳児相識

10月24日(火) 平成11年12月生まれの子

11月21日(火) 平成12年 1月生まれの子

砂1歳6か月児健康診査

lO月24日(火) 平成11年4月生まれの子

11月21日(火) 平成11年5月生まれの子

砂3歳児健康診査

10月17日(火) 平成9年8月"-'9月生まれの子

砂すくすく教室(青兜離手L食教室〉

l会 場草分防災セ ン タ ー

11月29日(水)

成人一般関係

砂減塩クッキング教室

日 時 10月18日(水)、 11月14日(火)、 電一?会

10時"-'13時
-6. I君公民館Z三

.' ...... 

d'首1:戸

老人保健関係
t~ls. 戸d‘，司~

惨リハビリ教室 台守ド'ムF 

こおりやま ゅうすけ

郡山 祐輔くん(1歳5か月)

浩二さん・明美さんの子(富町2丁目〉

なぜか石が好き。いろいろな形の

石を男つけては満足そうにしていま

す。動物ち大好き。健康でたくまし

く育ってほしいです。
-..， 

がん検診関係

砂胃がん・大腸がん検診

日程 11月7日(火)、 8日(水)

受付時間

胃がん 6時"-'6時30分、 7時"-'7時30分

8時"-'8時30分、 9時"-'9時20分

大腸がん 6時"-'9時20分

対象胃がん 30歳以上大腸がん 40歳以よ

検診料胃がん 1，500円 大腸がん 1，000円

砂乳がん検診

日程 11月7日(火)

受付時間 9時15分"-'9時30分、 10時"-'10時15分

12時45分"-'13時、 13時15分"-'13時30分

対象 30歳以上

検診料マンモグラフィ併用 2，000円

視触診のみ 1，000円

砂子宮がん検診 f六

日程 11月8日(水)

受付時間 9時15分"-'9時30分、 10時"-'10時15分

13時"-'13時15分、 13時30分"-'13時45分

r-¥ 

対象 30歳以上

横診料 1，500円

※し1Aずれのがん検診も会揚は公民館で、 70歳以上

(昭和6年4周 1日以前生まれ〉の方は無料です。

.，
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日時 10月26日(木)、 11月8日(刷 、

9時30分"-'11時30分
8・，・・・
す3・，.

-c>拘
Z二王 揚社会教育総合セブタヱ

健康

いん15¥おめいしょん 時ー;・~\~棺

申込み・問合せ

(information :情報〕

保健福祉課宮⑮-6987へ

団 自殺a参



回

安
週
安
全
は
家
庭
か
ら

長
寿
の
笑
顔

デ
ザ
イ
ン
が
ユ
ニ
ー
ク
な
、
上
中
2

一

年
D
組
の
作
品
。
住
作
賞
の

3
点
は
、

一

西
小
1
年
、
江
幌
小
2
年
、
江
幌
小

一

6
年
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動

(
9
月
幻
日
か
ら
初
日
)
の

期
間
中
、
国
道
沿
い
に
掲
揚
さ
れ
ま

す。
年au 

西貰秀優
目
前
市

一

9
月
日
日
、
町
内
小
中
学
生
が
自

一
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
交
通
安
全
旗
の

.
作
品
審
査
が
、
役
場
3
階
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

上
富
良
野
町
交
通
安
全
協
会
で
は
、

.

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
メ
イ

一
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
交
通
事
故

一
死
ゼ
ロ
別
日
を
目
標
に
事
故
防
止
運

圃
動
に
努
め
て
お
り
、
世
代
別
交
通
安

一
全
教
育
の
一
環
と
し
て
小
中
学
生
を

対
象
に
交
通
安
全
の
旗
を
募
集
し
た

も
の
で
す
。
応
募
作
品
は
必
点
で
、

絵
柄
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で

交
通
安
全
を
訴
え
て
い
る
も
の
を
選

考
し
ま
し
た
。
結
果
、
最
優
秀
賞
は
、

デ
ザ
イ
ン
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、
標
語
と

も
に
優
れ
て
い
る
、
西
小
学
校
6
年

の
作
品
。
優
秀
賞
に
は
、
信
号
機
の

づ
't
h
hvh

よ九

%
4
K堤
ぷ

va
さ
み。ゑ

9
月
日
日
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て

m歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
方
に
、
尾

岸
町
長
が
お
祝
い
の
言
葉
と
町
か
ら

の
記
念
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

最
高
齢
の
長
沼
餓
造
さ
ん
は
、
明

治
犯
年
4
月
生
ま
れ
、
白
寿
の
時
は
、

ま
だ
畑
で
農
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
、
春
に
体
調
を
く
ず
し
、
最
近

元
気
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
の
方
の

話
に
よ
る
と
、
ど
う
や
ら
元
気
の
も

と
は
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
の
お
し
ゃ

べ
り
だ
と
か
;
。
家
族
以
外
の
方
と

の
会
話
は
、
生
活
に
楽
し
み
が
で
き
、

よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
間
歳
以
上
の
対
象
者
は
、

5

人
(
男
性
3
名
、
女
性
2
名
)
白
寿

対
象
者
は

2
人
、
い
ず
れ
も
女
性
で

す
。
削
年
を
生
き
て
来
ら
れ
た
皆
さ

ん
で
す
が
、
間
歳
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
若
く
感
じ
ら
れ
、
迎
え
て
く
れ
た

や
さ
し
い
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

佳作江幌小6年

速
い
'
・
ほ
ん
と
圃・・・・

瞬
で
し
た

一

自
転
車
ロ
l
ド
レ
l
ス「
2
0
0
0
年

一
ツ
l
ル
・
ド
・
北
海
道
国
際
大
会
」が
、
9

.
月
比
日
旭
川
で
開
幕
。
上
富
良
野
町
が

『
コ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
第
5
ス
テ
ー
ジ
は
、
旭

一
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
か
ら
東
神
楽
、
東
川
、

一
美
瑛
、
上
富
良
野
、
中
富
良
野
町
役
場

ま
で
の
コ
l
ス
で
、
十
勝
岳
温
泉
か
ら
標
高

差
約
千
メ
ー
ト
ル
を
下
る
今
大
会
一
の

山
岳
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
四
日
、
上
富
良
野
町
で
は
、
道
々

吹
上
上
富
良
野
線
を
下
っ
て
き
た
選
手

は
、
ふ
じ
ス
ー
パ
ー
T
字
路
を
左
折
し
て

東
5
丁
目
通
り
に
入
り
、
道
々
上
富
良

野
・
旭
中
・
富
良
野
線
を
ア
ッ
と
い
う
聞
に

か
け
抜
け
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
の
選
手
の
走
り
を
一
目
見
よ
う

と
、
沿
道
で
は
た
く
さ
ん
の
町
民
が
集
ま

り
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

]口口口口口口口

あるき

左から
佳作:江幌小2年

f、¥

、、
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今
年
の
お
米
は
お
い
し
い
よ

F

か
み
ふ
ら
の
産
有
機

・
減
農
薬
栽

.
培
の
新
米

「ほ
し
の
ゆ
め
」
の
試
食

一
会
が
9
月
お
日
、

J
A
か
み
ふ
ら
の

一3
階
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
農
と
食
か
み
ふ
ら
の
フ

ェ
ア
の
協
賛
で
開
催
さ
れ
、
米
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
、
加
藤
栄
養
士

か
ら

「お
米
の
栄
養
に
つ
い
て
」
講

話
も
行
わ
れ
、
関
係
機
関
約
別
名
の

方
々
が
集
ま
り
、
赤
色

・
黄
色

・
緑

-
色
の
印
を
つ
け
て
取
り
分
け
ら
れ
た

ご
飯
を
試
食
し
、
食
味
ア
ン
ケ
ー
ト

に
記
入
し
ま
し
た
。

「
黄
色
が
一
番
白
く
て
つ
や
が
あ

る
ね
。
緑
色
は
硬
く
、
粘
り
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
る
」
な
ど
、
感
想
が
聞

か
れ
る
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
す
ぐ
に

集
計
さ
れ
、
結
果
は
、
赤
色
が
基
準

の
「
き
ら
ら
3
9
7
」
、
黄
色
が
「
ほ

し
の
ゆ
め
」
、
緑
色
が
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
で
、
黄
色
の

「ほ
し
の
ゆ
め
」

が
、
白
さ
、
つ
や
、
舌
ざ
わ
り
、
お

F

い
し
さ
、
に
お
い
、
い
ず
れ
も
基
準

の
「
き
ら
ら
3
9
7
」
を
総
合
平
均

プ
ラ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

「
ほ
し
の
ゆ
め
」

「き
ら
ら
3
9
7
」

の
食
味
成
分
値
は
、
ほ
と
ん
ど
道
外

の
米
と
か
わ
ら
な
い
分
析
結
果
の
説

明
を
聞
い
て
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
納
得
し
て
い
ま
し

た。

羽毛え号

見て
口口口口口口口[

9
月
日
日

「S
L
ふ
ら
の
・
び
え

い
号
」
の
試
乗
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

9
月
日
日
か
ら
旭
川
|

富
良
野
聞
を
往
復
し
て
い
る
S
L
の

運
行
に
さ
き
が
け
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
富
良
野
線
沿
線
の
自
治
体
や
観

光
協
会
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

へ
は
き
だ
さ
れ
る
煙
の
に
お
い
、
適
度

な
揺
れ
な
ど
S
L
な
ら
で
は
の
懐
か

し
い
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
曇
り
空
で
あ
ま

り
眺
め
は
よ
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
ま
た
晴
れ
た
と
き
に
乗
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
、
窓
か
ら

の
眺
め
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
人
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
「
S
L
ふ
ら
の
・
び
え
い
号
」

は
、
日
月
m
U

日
ま
で
の
土
曜

・
日
曜

・
祝
日
に
旭
川
l
富
良
野
聞
を
一
日

一
往
復
運
行
さ
れ
ま
す
。

秋
の
景
色
も
楽
し
み
な
が
ら

田
校
舎
あ
り
、が
と
う

新にでお あの ー トクに
米ぎすい今い P 層がリ安井
のり。し年さ R 減拡 l全村
おと最いはつを農大ンで組
い 、後お、さ図薬す米お合
し豚に米実れつ米るがい長
さ汁、がりまでにと、しは
を がほ収がしい努と一い「
味ふし穫良たきめも挙か消
わるのでか 。た、ににみ費
いまゆきつ い消、販ふ者
まわめたた 」費今売らの
しれのよの と拡後ノレの健
宍、おうで 、大も l産康

父のいび理イし舎児概は
母文出ま科スたか童ねじ平
全宇にし室 な。ら、完め成
員と と た などこ最父成て 11
で 一 、 。どをれ後母しい年
記堵 |百 最 の体まの 60 、た 6
J~、 ~C 枯後教育で引名 9 西月
撮、去に材館使つが月小か
影児 夏 、 をなっ越集 30学ら
を童官旧みどてしま日校新
し、ふ校んにいをり、の築
ま先℃舎な運た行、先校工

I ~ 実ちのでび机い旧生舎事
た 」 思運、やま校とがを

こ
の
写
真
で
、
記
念
の
下
敷
き
を
作

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
後
、
旧
校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
、

子
供
た
ち
は
、
日
月
、2
日
か
ら
新
校

舎
で
授
業
を
し
ま
す
。
新
校
舎
は
、

玄
関
を
入
っ
た
す
ぐ
の
吹
き
抜
け
に

な
っ
て
い
る
多
目
的
ホ

l
ル
や
中
庭
、

廊
下
が
広
く
、
伸
び
伸
び
と
し
た
空

間
が
多
く
作
ら
れ
て
あ
り
、
天
文
観

測
室
も
初
め
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

落
成
式
は
、
日
月
5
日
に
行
な
わ
れ

る
予
定
で
す
。



-・・E蓮田町届←日開幅注量・・・

老
後
の
生
活
の
柱

国

民

年

金

日
月
1
日
か
ら
日
月
ロ
日
ま
で
は

「
国
民
年
金
制
度
推
進
運
動
期
間
」

で
す
。
ま
た
、
日
月
6
日
か
ら
日
月

ロ
日
ま
で
は
「
年
金
週
間
」
で
す
。

高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
進
む
現

在
、
老
後
の
生
活
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
重
大
な
関
心
事
の

一
つ
で
あ
り
、

そ
の
老
後
の
生
活
の
柱
と
し
て
欠
か

せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
、
国
民
年

金
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
叩

月
1
日
か
ら
日
月
ロ
日
ま
で
を
「
国

民
年
金
制
度
推
進
運
動
期
間
」
と
し

て
、
ま
た
、

日
月
6
日
か
ら
日
月
ロ

日
ま
で
を

「年
金
週
間
」
と
定
め
、

全
国
的
な
広
報
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
に
お
い
て
も
様
々
な
広
報

活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
道

各
地
で
移
動
年
金
相
談
所
が
開
設
さ 10月

23日・いしずえ大学学習日

28日・スポーツ講習会

11月

3 日・総合文化祭 (~5 巳)

10日・いしずえ大学学習日

れ
ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
や
給

付
内
容
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
日
ご

ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
町
民
生
活
課
住
民
年
金
係

宮
⑮
6
9
8
5
)

不
審
電
話
に
ご
注
意
を

H

市
町
村
職
員
や
社
会
保
険
事
務
所

職
員
の
名
を
語
っ
て
、
年
金
の
加
入

者
等
に
家
族
の
勤
め
先
、
電
話
番
号

等
の
個
人
情
報
を
収
集
す
る
不
審
な

電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
相
手
の
名
前
を
確
認
し
、
電
話

を
か
け
直
す
な
ど
し
て
市
町
村
、
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。

f¥ 

免|室
許|宏
更|五
新民
時
講
習

優
良
講
習
(
却
分
)

v
m月
初
日
凶
日
時

1

消
防
2
階
大
会
議
室

v
m月
お
日
同
日
時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
U
月
6
日

同

日

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

v
u月
日
日
開
問
時

1

中
富
良
野
町
公
民
館

V
日
月
日
日
同
日
時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習

(
2
時
間
)

v
m月
お
日
同

M
時

i

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
U
月
6
日

聞

は

時

1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

警
察
署
で
免
許
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
講
習
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

援戦
圃圃.

も.

護 傷 相談; 
お病
よ者

〈
だ1

び戦 さ
恩没 い

給相者遺
理;1

談族
会等

「戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
の
援

護
お
よ
び
旧
軍
人
の
思
給
に
関
す
る

相
談
会
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
内
容

・
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
関
係

.
戦
傷
病
者
等
に
対
す
る
援
護
関
係

.
旧
軍
人
軍
属
に
対
す
る
思
給
関
係

に
つ
い
て

・
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
の
実
施

す
る
恩
給
欠
格
者
ま
た
は
引
揚
者

に
係
る
慰
籍
事
業
に
つ
い
て

日

時

日

月
6
日
開
叩
時
加
分

S

会
場

上
川
支
庁
3
階
加
号
会
議
室

旭
川
市
永
山
6
条
四
丁
目

詳
し
く
は
、
上
川
支
庁
総
務
部
社

会
福
祉
課
宮
0
1
6
6
1
4
6
1
5
1

1
1
内
線
2
2
6
1
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〆ー¥

¥』 ノ

シ
ツ
カ
リ
届
け
ま
す、
あ
な
た
の
憂
1

赤
い
羽
根
共
同
募
金

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
付
金
は
、
民
間
の
福
祉
施
設
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉
団
体

で
使
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
小
学
校

・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、
母
子
・
父
子
家
庭

の
交
流
会
、
お
年
寄
り
ゃ
体
の
不
自

由
な
方
々
の
た
め
の

H

車
い
す
用
リ

フ
ト
付
き
車
両
μ

や
障
害
を
も
っ
子

ど
も
た
ち
の
早
期
治
療
な
ど
に
、
み

な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を

大
切
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

くs

回



自
由
に
参
加
で
き
ま
す

子
育
て
ひ
ろ
ば

小
さ
い
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
た

ち
の
遊
び
の
ひ
ろ
ば
で
す
。
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。

v
m月
M
白
川
内
叩
時

i

v
u月
日
日
岡
山
時

i

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参

加

料

無

料

問
合
せ
先
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

l
g
⑮
5
5
1
1
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

親

子

教

室

V
親
子
料
理
教
室

「
野
菜
を
上
手
に
食
べ
よ
う
」

、B

，ノ

、、，ノ

き

ン

ゆ

デ

み

イ

部

へ

樹

浦

富

十

子

夏

松

〆
l

、

，
ニ
¥
/【¥
/，‘
、

下
山
一
宮

一

-
f
t
、
nu
，

t
」

R
n

申白守士雀
Z弁一一=ロ汁

江る曲
目

新刊図書案内

一般書

あやレ ~怪~

機械りかけの猫

/ヘ

幼
児
と
お
母
さ
ん
の
料
理
教
室
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
叩
月
紅
白
川

w
m時
5

場
所
草
分
防
災
セ
ン
タ
ー

参

加

料

親

2
0
0
円、

2
歳
以

上
の
子

1
0
0
円
(
材
料
費
)

定

員

加

組

申
込
み

一
参
加
料
を
添
え
て
、
日
月

M
日
附
ま
で
に
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
宮
⑮
5
5
1
1
へ

社会教育総合センター
の利用について

文化祭準備等のため下記

の日程で7フリ ナ部分の利

用ができませんのでお知ら

せします。

10月30日(月)
11月6日伺)

9時から

17時まで

上・下

(夕、二工ル・ステイ ル)

(柳 美里)

(井上美由紀〕

(村上 龍)

(平岩弓枝)

(赤川次郎〉

(林真理子)

(山崎えり子)

静子)

考輝)し

さ

ぜ
腐

ぱ

訪

山

つ

口口

主きています、15歳

希望の国の工クソダヌ

平安妖異伝

とりあえす、の殺人

美女入門 PART2 

工夫生活のススメ

受
講
生
募
集

住

民

講

座

V
樹
木
揖
定
コ

l
ス

街
路
樹
勢
定
の
安
全
作
業
を
習
得

し
ま
す
。
対
象
者
は
造
園
関
連
の
仕

事
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
失
業
中
の

方
で
す
。

定
員
別
名
(
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

受

講

料

無

料

申
込
み
締
切
叩
月
四
日

※
日
程
は
日
月
上
旬
か
ら
ロ
日
間
(
9

時

1
日
時
)
の
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
編
集
コ

l
ス

日
時
日
月
日
日
側
、
加
日
開
、

幻
日
開
、
初
日
同
日
時
初
分

1

.スポーツ講演会第1弾

ウォーキング・ノルディック
いつもと違ったワォーキング講習会

を開催します。

健康づくりのため、みんなで一緒に

歩きましょう。

定

員

叩

名

受
講
料

5
、

V
エ
ク
セ
ル
中
級
コ

l
ス

日

時

日

月

8
日
岡
、
叩
日
樹
、

日
日
同
州
、
口
日
働
問
時
初
分
1

定
員

6
名

受
講
料

7
、
0
0
0
円

V
陶
芸
教
室

陶
心
窯
(
野
原
寿
夫
先
生
)
で
実

施
し
ま
す
、。
1

・
2
日
目
に
自
由
に

作
品
を
作
っ
て
も
ら
い
、

3
日
目
に

彩
色
し
ま
す
。

日

時

日

月

6
日
開
、

7
日
例
、

初
日
開
昼
の
コ

l
ス

叩

時

i

ロ
時
夜
の
コ

l
ス

四

時

1
幻
時

定
員

8
名

受
講
料

2
、
8
0
0
円

申
込
み
、
問
合
せ
富
良
野
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
2
6
1
9

10月28日凶 9時30分~

社会教育総合センタ一広場

(雨天の場合は社会教育総合

センター内に変更します。)

無料

一般町民(小学生以上)

佐藤 尚子さん(札幌市で指

導者として活躍中の方です)

時

所

日

場

参加料

対象者

講師

0
0
0
円

詳しい内容や申し込みについては、

社会教育総合センタ-8⑮ 5511へ

お問い合わせください。

ー火の用1~\7つのポイント
1 .寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
2.子供には、マッチやライターで遊ばせない。
3.風の強いときは、たき火をしない。
4.天ぷらを揚げるときは、その揚を離れない。
5.家の周りには燃えやすいものを置かない。
6.風呂のからだきをしない。
7.ストーブには燃えやすいものを近づけない。• • 

線の袋縫予防獲動卜火災のないまちを目指しましょうー

10月15日(日)
-10月31日(刈

• 
期間中、夜8時に火災予防の

サイレンを鳴らします。火の元

をもう一度お確かめください。

9月の町内交通事故
発生状況

( )は前年比

人身事畝発生件数 3 (+3) 
死 者 o (+0) 
傷 者 3 (+3) 
物損件数 18 (+11) 
「スピードダウン」と「シートベルト」

2つのSで安全運転 宮⑮2119)く北消防署

保全\0持 tr~l回



お
知
5
H
U

宮⑮4097

おだんご作り

日時 11月11日(土) 10時~

対象・定員小学生 30名

参加費 200円(申し込み時に持

って来てくださしリ

申込み 10月 30 日(月)~定員にな

り次第締め切ります。

持ち物工ブロン、三角布、

手15¥きタオル

費ミ!弓童館72d¥L)
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
職
業
能
力

開
発
総
合
大
学
校
で
は
、
生
産
現
場

で
働
く
技
能
者
等
の
方
々
に
、
専
門

的
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
科
目

1
級
訓
練
科
目

(
8
科
)

2
級
訓
練
科
目
(
幻
科
)

受
講
資
格

実
務
経
験
が
あ
れ
ば
受

講
で
き
ま
す
。

受
講
期
間
標
準
1
年
(
通
年
開
講
)

受
講
料

1
級

8
、
5
1
0
円

2
級

6
、
3
9
0
円
(
教
材
費
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
費
用
含
む
)

特
典

1
・
2
級
技
能
検
定
の
学
科

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

リース作り

日時 11月25日(士) 10時~

対象・定員小学生 30名

参加費無料

申込み 11 月 13日(月)~定員にな

り次第締め切ります。

持ち物手15¥きタオル

申

込

み

旭

川
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
程
0
1
6

氏
U
l
l
A
1
Q
U
I
-
ワ
ム

A
吐

1
ょ
っ
ム

今
す
ぐ
確
認
!

北
海
道
最
低
賃
金

道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
お
よ

び
そ
の
使
用
者
に
使
用
さ
れ
る
労
働

者
(
臨
時
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
)
に
適
用
さ
れ

る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
額

日

額

5
、
0
6
0
円

時
間
額

6
3
3
円

効
力
発
生
年
月
日

平
成
ロ
年
叩
月
1
日

〈
北
海
道
労
働
局
・

旭
川
労
働
基
準
監
督
署
〉

/ー¥

宮⑮6346

ドッジボール大会

日時 10月14日(士) 13時30分~

苅象小学生 30名

持ち物運動しやすい服装・上

靴等

ち~E2童館72‘ð\ L) 
ご
利
用
く
だ
さ
い

ど
j
み
ん
手
帳

北
海
道
統
計
協
会
で
は
、

「平
成
日

(
2
0
0
1
)
年
版
道
民
手
帳
」
を

刊
行
し
ま
す
。

刊
行
に
当
た
っ
て
は
、
日
常
生
活

に
役
立
つ
生
き
た
情
報
を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
北
海
道
統
計
協

会
支
部
(
上
川
支
庁
振
興
課
統
計
係

官

0
1
6
6
1
4
6
1
5
1
1
1
内

線

2
1
7
1
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格

6
0
0
円
(
消
費
税
込
)

移
転
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
l
ク
ふ
ら
の

旭
川
公
共
職
業
安
定
所
富
良
野
出

張
所
は
、
こ
の
た
び
、
新
し
く
建
て

13時30分~

リース作り

日時 10月28日(士) 9時~

対象小学生・親子

定員 30名

内容 当日完成後、 11月3日の

文化の日に出展します。

参加料 200円(申し込み時に持

って来てくださしり

スポーツ教室

日時 10月21日(土)

対象来館者全員
替
え
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
先

富
良
野
市
緑
町
9
番
(
扇

山
小
学
校
隣
り
)

業
務
開
始

平
成
ロ
年
日
月

6
日
間

郵
便
番
号
、
電
話
番
号
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
「
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
ふ
ら

の
」
宮
⑫
4
1
2
1
へ

国
民
年
金
金
融
公
庫
か
ら

年
末
資
金
の
ご
案
内

年
末
資
金
の
準
備
は
お
進
み
で
し

ょ
う
か
。
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、

年
末
事
業
資
金
を
取
扱
い
中
で
す
。

ま
た
、
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
る

方
へ
の
ご
融
資
と
ご
相
談
も
受
け
付

け
し
て
お
り
ま
す
。

年
末
の
商
品
の
仕
入
れ
や
手
形
の

決
済
な
ど
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

〆ヘ
¥、

プラパン教室

日時 11月11日(土) 10時~

対象・定員小学生 30名

※持ち物はありません

10月1日から閉館時間が

16時30分になっています。

資
金
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
末
は
お
申
し
込
み
が
集
中
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め

の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
使
い
道
に
よ
っ
て

融
資
額
や
返
済
期
間
お
よ
び
利
率
が

有
利
な
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

旭
川
支
屈
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮

0
1
6
6
1
2
3
1
5
2
4
1

介護保険料の納期限

第 1期は10月31国側

忘れずに納期限内に納めま
しょう。納入には便利な口座
振替も利用できます。

詳しくは、保健福祉課介護
保険係宮45-6987へ。

回



開
催
し
ま
す

医
療
講
演
会

肝
炎
友
の
会
(
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
)

で
は
、
医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日

時

日

月

5
日

間

叩

時
1

場
所

富
良
野
市
文
化
会
館

内
容講

演
「肝
臓
病
治
療
の
最
新
情
報
」

講
師
稲
積
公
園
病
院

診
療
部
長
後
藤
賢

一
郎

主

催

北

海

道
肝
炎
友
の
会
富
良
野

支
部
(
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
)

ご
存
じ
で
す
か

検
察
診
査
会

交
通
事
故
・
詐
欺
・
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

体を支える骨の健康度をチェ

ックしてみませんか?横査項目

は、皇長体重測定、血液検査、

×線撮影です。

骨組しよう症検診

ヘ

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

に
検
察
診
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
旭
川
検
察
診
査

会
事
務
所
(
旭
川
市
花
咲
4
丁
目
旭

川
地
方
裁
判
所
内
)

宮
0
1
6
6
|

5
1
6
2
5
1
番
内
線
3
0
8
番

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冬
期
ダ
イ
ヤ
改
正

ふ
ら
の
バ
ス

ロ
月
1
日
か
ら
各
路
線
で
冬
期
ダ

イ
ヤ
に
改
正
し
ま
す
。
ま
た
、
旭
川

線
(
ラ
ベ
ン
ダ
ー
号
)
が
旭
川
医
大

横
で
停
車
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
時
刻
な

ど
、
ご
確
認
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11月、12月の毎週月

.木曜日(祝日を除く)

13 : 00~13 : 30 

1日10名

30歳以上

町立病院

1ρ00円

70歳以よ (昭和6年

4月1日以前生まれ)

の方は無料です。

役揚保健福祉課保健

予防係 (845-6987)

にお申し込みくださ

し1。

検査日

受伺時間

定員

苅象

会場

検査料

申込み

火砕流・火砕サージ

火口から噴出した火山灰・軽石・火山ガスなどが一体と

なって地表にそって流れ下る現象が火砕流です。その速度

、は10m/s九100m/s以上、温度は1.000度にも達します。

小規模の火砕流，は“熱雲"と呼ばれることもあります。火

砕サージは、火砕流の高速な流れに伴い先端部から発生す

る高温で気体に富んだ流れです。これは高温の爆風ともい

えるもので、建物を壊したり木や電柱をなぎ倒す破壊力を

司持っており、火砕流と共に非常に危険です。

雲仙岳では、 1991年 (平成3年)の火砕サージにより高

台にいた43名が犠牲となりました。

十勝岳でも最近では、 1988~1989年(昭和63年~平成元

年)の噴火の際に火砕流や火砕サsージが数回発生し"62-2 
火口周辺や北西斜面を流下しました。この時は小規模だっ

たため、避難小屋付近で止まりました。しかし、約2200年
前には白金付近まで達する大規模な火砕流が発生したこと

が地質調査によって明らかになっています。

防災一白メモ⑤

十勝岳の火山活動概報(2000年8月〉

『火山概況』
8月の火山性地震の回数は45回で、火山性微動はあり

ませんでした。

遠望観測では、 62-2火口の噴煙の高さの最高は500m
で色は白色でした。

その他の火口でも、噴煙活動に大きな変化はありませ

んでした。

お問合せ旭川地方気象台技術課密0166-22-6937

先月号に引き続き、今回もテレビや新聞の災害

報道でよく使われる火山災害用語を説明します。

1926年(大正15年)の十勝岳の噴火では、大規模な火

山泥流が発生し、美瑛町や上富良野町で大きな被害が発

生しました。積雪期の噴火では、火山泥流の発生が心配

されます。

火山泥流は、火山から噴出された岩石や土砂等が水と

混合して一体となって流下する現象で、谷沿いに遠方ま

で到達する大変危険な火山現象です。火山泥流は火山活

動により直接引き躍こされる一次泥流と、火山活動には

関係なく発笠する二次泥流があります。噴火に伴う融雪、

熱水の噴出、必砕流の河川への流入などの発生原因によ

るもjbは一次泥流、もろい火出堆積物が豪雨で流される

といった発生原因のものは二次泥流になります。

十勝岳の1926年(大正15年) 5月26日の噴火では、山

l体の一部が崩壊し、崩壊物は熱い選語なだれとなって残

雪を急速に溶かして大規模な火山泥流を誘発し、美瑛川

と富良野川に分かれて流下しました。24分後には美瑛及

び上富良野の市街地のある平野部に達しました。火山泥

流の速度は、速いところで40~50m / sに達したと推測さ

れています。火山泥流は途中で針葉樹の原生林をなぎ倒

し、多量の木材を含む泥水となって、建物・橋・鉄道な

どを破壊し農地を覆い、犠牲者は、死者 ・行方不明者合

わせて144人(上富良野137人、美瑛7人)に達しました。

1988年"'1989年(昭和63年~平成元年)の十勝岳の噴

火では、火砕流や火砕サージを雪を溶かして小規模な火

山泥流が発生し、十勝岳避難小屋付近にまで達していま

す。

火山用語解説

火山泥流ー

自暴:t'~(J)参考句r;.-l固
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批
渡

自
宅
練
習
場
で
レ
パ
ル
ア
ヅ
プ

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ク
ラ
ブ
1
本
で
、

い
ろ
い
ろ
な
打
ち
方
で
ボ
l
ル
を
あ
や
つ

る
か
ら
、
奥
が
深
い
も
の
が
あ
る
ね
。
ラ

イ
ナ
ー
で
印

m
は
飛
ば
し
た
り
、
障
害
物

を
越
え
る
た
め
に
高
く
上
げ
る
こ
と
も
あ

る
か
ら
、
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
ね
」
と
、

魅
力
を
話
し
て
く
れ
た
。

平
成
日
年
1
月
、
退
職
を
機
に
本
格
的

に
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

は
じ
め
は
高
齢
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

と
思

っ
て
い
た
が
、
発
祥
の
地
の
幕
別

町
な
ど
は
、
初
歳
代
の
キ
ャ
リ
ア
凶
年

の
若
い
方
が
、
大
会
の
上
位
を
占
め
て

い
る
の
を
み
て
考
え
が
変
わ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

「
将
来
的
に
は
、
十
勝
管
内
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
各
大

会
で
交
流
す
る
こ
と
が
私
の
夢
」
と
い

親と子のきずな家庭教 育
シリーズ(165)

う
渡
辺
さ
ん
は
、
冬
期
間
も
パ

l
ク
ゴ
ル

フ
を
し
て
い
な
い
と
、
レ
ベ
ル
が
上
が
ら

な
い
の
で
、
自
宅
に
練
習
場
を
作
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
全
長

m
mの
ハ
ウ
ス
に
コ

ー
ス
イ
メ
ー
ジ
で
山
を
作
り
、
人
工
芝
を

敷
き
、
カ
ッ
プ
を
4
つ
、
照
明
、
暖
房
ま

で
整
備
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
は
、
こ
の

中
で
大
会
ま
で
や
っ
て
し
ま
う
と
い
う
か

ら
驚
き
で
す
。
「パ

l
ク
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、

初
心
者
教
室
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

基
本
を
し

っ
か
り
習
っ
て
、

一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
コ
ー
ス
に
で
る
と
練
習
で

も
印
刷
は
歩
く
の
で
、
健
康
に
は
す
ご
く

い
い
と
思
い
ま
す
よ
」
と
、
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

今
年
9
月
幻

-
M
目
、
千
歳
市
で
行
な

わ
れ
た
「
全
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

で
は
、
参
加
者
的
人
中
、
初
日
6
位
の
好

位
置
に
つ
け
、
結
果
却
位
の
成
績
で
し
た
。

夢
の
実
現
に
向
か

っ
て
遁
進
中
/

ギ

①かんだ後は紙につつんですてま

しょう。

③書類などをこれにいれて整理し

ます。

⑥電子郵便のこと。 rEOOOJ

⑦スパゲ、ティなどにかける辛味の

ある液体

⑨かみふらのと姉妹提携している

カナダの都市は?

⑪鮮魚市場にはこれが必要。良否

を見分ける人のこと。

⑬物事が根本的に変更されること

「産業OOOOJなど

⑮寝ている人のそばに寄ってねる

こと。roo寝J

⑪9月15日は何の日?

力のコヨ

「豊かなJ~\jをはぐくむ

昨今、少年による思いもよらぬ出来事の連

続発生等大きな社会問題になっています。そ

の背景には様々な原因があると言われていま

すが、私は、人間として一番大切な「心の豊

かさj が育っていないからだと思います。言

葉を代えれば、人とのかかわりの中で我慢す

るとか、耐えるとか、いわゆる「自律の心」

が育っていないからです。

今、教育で一番求められているもの、それ

は「心の教育Jです。人として生きていく上

で最も大切なことは「心の持ち方」です。人

と人との「心と心の交流」が極めて重要です。

今こそ、心を温め、心を磨き・高め、心を拓

き・耕すことが肝要です。

豊かな人間性をはぐくむ「豊かな心」とは、

①思いやりの心、②助け合いの心、 ③感謝の

心、④努力する心、⑤生命を尊重する心、⑥

人や自然を愛する心、⑦感動する心などです。

次に「豊かな心」をはぐくむ基盤は、肉体

的・精神的・社会的に健康であること。自分

を生かし、他人も生かし共に向上しようと努

めることです。そして「豊かな心」が培うも

のは、人間理解と自己実現、即ち共に生きる

ことです。

/ー¥

繁美林上富良野中学校長

口
口を並べてひとつの言葉をつくってください。
答えを10月31日までに役場企画課調整課へご持参
ください.記念品を差し上げます。

答え 氏名

ギ

①空を飛ぶカメの怪獣。
②気分・ 雰囲気 rooド」、 rOO

ド歌謡曲」にある
④北海道と姉妹提携しているのは

カナダの何州、ド?

⑤浅丘000。さて誰の名前がう
かびますか?

⑦00ット占い。何占い?
⑧水泳で有名な選手。千葉00
⑨五十音 rOOOOコ」
⑩姓名を記入しないこと。

⑪うしろのしょうめんだ~あれ。
rooくし」

⑫クイズに答えて応募すると、
rOOOン」が当たった。

⑬披露宴などで、新婦が別の衣装
に着替えること。「お00直しJ

⑮当然なこと。もっともなこと。
「それも00はず」

力のナタ
fヘ
¥、

図

9月号の答えは「ジャガイモホリ jでした
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E
勺，心

東

り
Z
圭

あ
担
問

訓

句
口

同

法

台

前平

かみβiヲ之
ギャラリー

ちうすぐお引っ越し。たくさんの思い

出がいっぱいある今の保育所を作りまし

た。 2人とも本物そっくりに上手にでき

ました。 (米川先生〕

東中保育所

「ほいくしょ」
噌宅=包・b

おざき りょうた

尾崎良太くん
(平成6年笠まれ ・東7線北18号)

f、1

いすみ なみ え

泉 並恵さん
昭和32年生まれ

津郷農 場 (里仁地区)

社会福祉協議会へ

O中西正さん(東中)から、

-教裕さんの死去に際して、

万円を。

@サッポロビーノレホップ会から、

ビーノレパーティー益金、 3万円

を。

@棟方周子さん(大町)から、

-保夫さんの死去に際して、

万円を。

。赤)JIトイさん(宮町)から、

-光贋さんの死去に際して、

万円を。

。林下芳子さん(中町)から、夫

. r青さんの死去に際して、 3万

円を。

@山口政子さん(新町)から、

・秀男さんの死去に際して、

万円を。

。高橋正夫さん(栄町)から、使

ってくださいと、電動式ベット

一式を。

子

3

夫

叩

夫

m

夫

5

ぺ

叩
月
を
迎
え
、
猛
暑
だ
っ
た
夏
が
い

さ
さ
か
恋
し
く
感
ず
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
農
家
の
皆
様
に
は
今
年
は
早
め

の
収
穫
時
期
と
な
り
、
今
は
終
盤
を
迎

え
た
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
作
柄
は
作
物

に
よ
っ
て
は
高
温
多
湿
に

よ
り
被
害
が
生
じ
た
よ
う

で
す
が
、
概
ね
、
ま
あ
ま

あ
の
作
況
と
お
聞
き
し
て

V
会

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

zmm

ら
農
産
物
の
価
額
が
生
産

コ
ス
ト
に
も
な
ら
な
い
低

価
格
の
た
め
に
農
家
所
得

'
「

y

が
著
し
く
減
少
し
て
い
る

竺

F

状
況
で
、

農
業
経
営
が
よ

り
厳
し
さ
を
増
し
た
極
限

の
環
境
と
な
り
、
農
業
振

興
策
の
難
し
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
振
興
策
を
、
町
と
し
て
支
援

で
き
る
限
り
の
対
策
を
農
協
並
び
に
関

係
機
関
、

農
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

た
く
さ
れ
の
善
意
あ
り
が
と
う
ミ
ざ
い
ま
し
た

を
聞
き
な
が
ら
推
進
を
図
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
業
も
相
変
わ
ら
ず
の
景
気
低
迷

の
中
、
厳
し
さ
は
農
業
者
と
同
じ
状
況

下
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

9
月
定
例

議
会
の
議
決
を
賜
り
、
今

年
度
も
3
回
目
と
な
る
プ

i
l」ヘ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
対
応

唱

を

さ

せ

て

い

た

だ

け

る

こ

叫

腔

缶

悼

幻

れ

と
と
な
り
ま
し
た
。
各
商

る

岸

'

庖
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の

枇

尾

こ
と
を
起
爆
剤
に
し
て
継

の

長

続
し
て
売
り
上
げ
増
に
つ

い
の

守

な
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い

明

た
だ
き
た
い
も
の
と
思
い

「
1
1

ま
す
。

今
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
3
か
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
良
き
知
恵
や
発
想
を
自
ら
も
だ
し
、

い
さ
さ
か
で
も
明
か
り
の
み
え
る
幻
世

紀
の
扉
を
開
き
た
い
も
の
と
強
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

訂正とお詫び

9月号7ページ「わが家のア

イド、ル」で瀬川楓ちゃんとある

のは、楓くん(男の子)の誤り

です。

15ページ 「たくさんの善意あ

りがとうございました」社会福

祉協議会へのなかで、浅田敏子

さんから、父 ・米離さんの死去

に際してとあるのは、夫 ・米蔵

さんの誤りです。

訂正してお詫び申し上げます。

自殺@鈴句，~lι回



YoungGen昂託ion
[若い世代]

害に田植えをした「ふれあい震園」 の稲が

実り、黄金色の穂がだれ収穫の時期を迎えま

した。 9月 8目、東中中、江幌小の生徒が鎌

を片手に稲刈りを行いまレた。刈りとった稲

をきちんと揃えて同じ位置に縛ることがうま

くいかないようで、縛り方を教えてくれる農

家の方も、稲を束ねるのは欠しぶりのことで
杓ら

す。 「し1ゃあ~つ藁で縛るのって難しい」と、

言いながらも、主主i走たちはコツをつかみしっ

かりと束ねていました。

fヘ

編
集
後
記

・
西
小
の
引
っ
越
し
で
、
新
し
い
校
舎
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
廊
下
が
広
く
、
吹
き
抜
け
の
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
、
中
庭
が
隣
接
し
、
窓
が
大
き
く
、
空
間

が
多
い
の
で
と
て
も
明
る
く
、
広
々
と
し
て
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
に
な
い
印
象
を
受
け
た
。
こ
こ
で

勉
強
す
る
子
供
た
ち
は
、
伸
び
伸
び
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
私
の
小
・
中
・

高
は
、
い
ず
れ
も
古
い
学
校
だ
っ
た
。
新
し
い
学
校

で
勉
強
で
き
る
子
供
た
ち
は
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
と

思
う
。
大
切
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
(
お
)

阻
な
ん
だ
か
雨
の
日
が
長
く
続
い
た
と
き
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
雨
の
目
、
上
手
に
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
足
元
で
雨
が
は
ね
な
い
よ

う
に
歩
こ
う
と
し
て
、
み
よ
う
に
不
自
然
な
格
好
に

な
っ
て
い
た
り
、
気
に
し
な
い
で
歩
い
て
足
元
に
ポ

チ
ポ
チ
と
は
ね
た
あ
と
が
つ
い
て
い
た
り
と
、
雨
の

日
に
外
を
歩
く
の
は
苦
手
で
す
。
-
日
に
日
に
寒
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
季
節

の
変
わ
り
目
に
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
よ

う

と

思

っ

て

い

ま

す

。

(

ひ

)

)は前月比

13，042 (+ 4) 

6，617 (+ 3) 

6，425 (+ 1 ) 

5，338 (+ 7) 

、き
4
』
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情報公開条例の制定に
皆さんのご意見をお寄せください

現在町では、情報公開条例の制定に向けて準備作業を進めています。

情報公開条例は、行政が保有する情報について、住民にその公開を請求する「権利」を認め、

この請求に対して行政は、公開しなければならない「義務Jを法的に整備するものです。

行政が保有する情報は、住民との共有財産であり、

住民との協働によるまちづくりを進めていくことが大切です。

条例の制定には、多くの住民の皆さんのご意見を反映したものにしていきたいと考えています。

条例素案の骨子については、以下のとおりですので、たくさんのご意見をお寄せください。

また、次の場所に条例素案の全文を設置しますので、

参考にご覧いただきたいと思います。

/四¥

条例素案の設置場所
・役場町民ホール
・社会教育総合センターラウンジ
・公民館図書室
・町立病院待合室
・セントラルプラザ

ご意見・お問合せ先

役場総務課行政改革推進係

宮 45-6400

戸¥

ト
k
d
伊
良
野
町
情
報
公
開
舜
例
多
界
第
J

の
骨
エ

J

町
が
め
ざ
す
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
す
る
考
え
方
」
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
設
け
る
も
の
で
す
。

第

1
条
(
目
的
)

当
条
例
の
目
的
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第

2
条
(
定
義
)

当
条
例
の
用
語
の
意
義
と
し
て
、
情
報
公
開
の
対
象
と
な
る
機
関
や
、
対
象
と
な

る
情
報
の
形
態
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第

3
条
(
実
施
機
関
の
責
務
)

実
施
機
関
の
責
務
と
し
て
、
公
開
の
義
務
や
説
明
責
任
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で

す
。

第

4
条
(
利
用
者
の
責
務
)

公
開
請
求
権
の
濫
用
や
情
報
の
不
適
正
な
使
用
に
対
し
、
指
導
の
根
拠
と
な
る
規

定
と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
‘。

第

5
条
(
情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
権
利
)

公
開
請
求
権
の
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
、
誰
も
が
請
求
で
き
る
と
と
を
定
め
た
も

の
で
す
。

第

6
条
(
実
施
機
関
の
公
開
義
務
)

原
則
、
情
報
は
全
て
公
開
の
義
務
を
定
め
た
も
の
で
す
が
、
あ
わ
せ
て
非
公
開
と

な
る
情
報
や
部
分
開
示
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第

7
条
(
公
益
上
の
必
要
に
よ
る
公
開
)

非
公
開
情
報
に
あ
っ
て
も
、
公
益
上
必
要
が
あ
る
情
報
に
つ
い
て
は
公
開
す
る
こ

と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第

8
条
(
存
在
応
答
拒
否
処
分
)

情
報
の
存
在
の
有
無
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
つ
い

て
定
め
た
も
の
で
す
。

第

9
条
(
情
報
の
公
開
請
求
手
続
き
)

公
開
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

前

文



第
叩
条
(
情
報
の
公
開
等
の
決
定
)

公
開
・
非
公
開
の
決
定
の
事
務
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
刊
条
(
情
報
の
公
開
等
の
決
定
の
通
知
)

公
開
・
非
公
開
等
の
決
定
は
、
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第
口
条
(
情
報
の
不
存
在
の
通
知
)

請
求
情
報
が
存
在
し
な
い
場
合
の
事
務
的
な
敢
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
日
条
(
第
三
者
に
関
す
る
情
報
に
係
る
意
見
の
聴
取
等
)

請
求
情
報
に
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
あ
る
場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
定
め
た

も
の
で
す
。

第
刊
条
(
情
報
の
公
開
の
実
施
)

実
際
に
情
報
を
公
開
す
る
方
法
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
市
条
(
費
用
の
負
担
)

当
条
例
に
関
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
同
条
(
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
)

非
公
開
等
の
決
定
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
、
不
服
申
立
の
取
扱
い
や
、
第
三

者
機
関
と
し
て
の
情
報
公
開
審
査
会
へ
の
諮
問
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
行
条
(
第
三
者
か
ら
の
不
服
申
立
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
き
)

第
三
者
か
ら
の
不
服
申
立
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
き
に
つ
い
て
定
め

た
も
の
で
す
。

第
四
条
(
情
報
公
開
審
査
会
)

情
報
公
開
審
査
会
の
設
置
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第
円
条
(
所
掌
)

情
報
公
開
審
査
会
の
所
掌
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第
別
条
(
組
織
)

情
報
公
開
審
査
会
の
委
員
数
や
任
期
な
ど
組
織
に
関
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
引
条
(
会
長
及
び
副
会
長
)

情
報
公
開
審
査
会
の
会
長
・
副
会
長
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
辺
条
(
会
議
)

情
報
公
開
審
査
会
の
会
議
の
開
催
に
関
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

/一、
〆

、

第
お
条
(
会
議
の
公
開
)

情
報
公
開
審
査
会
の
会
議
の
公
開
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
剖
条
(
審
査
会
の
調
査
の
権
限
)

情
報
公
開
審
査
会
の
調
査
の
樺
限
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
お
条
(
意
見
の
陳
述
)

情
報
公
開
審
査
会
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
お
条
(
意
見
書
の
提
出
)

情
報
公
開
審
査
会
に
意
見
書
等
を
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
幻
条
(
提
出
資
料
の
閲
覧
)

情
報
公
開
審
査
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
等
を
不
服
申
立
人
等
が
、
閲
覧
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
m
A
条
(
そ
の
他
審
査
会
の
組
織
運
営
に
関
す
る
事
項
)

条
例
に
定
め
る
以
外
の
審
査
会
に
関
す
る
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
す
。

第
却
条
(
会
議
の
公
開
)

実
施
機
関
等
の
会
議
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

第
叩
条
(
出
資
法
人
等
の
情
報
公
開
)

町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
や
財
政
上
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
法
人
等
に
関
す
る
情

報
の
公
開
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
引
条
(
情
報
提
供
の
総
合
的
推
進
)
・
第
辺
条
(
情
報
提
供
実
施
の
充
実
)

情
報
公
開
の
制
度
全
体
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
お
条
(
情
報
の
適
正
管
理
義
務
)

情
報
の
適
正
な
保
存
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
剖
条
(
実
施
状
況
の
公
表
)

当
条
例
に
基
づ
く
実
施
状
況
の
公
表
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

第
お
条
(
他
の
制
度
と
の
調
整
)

他
の
制
度
に
よ
る
情
報
の
閲
覧
等
、
当
条
例
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
す
。

第
お
条
(
実
施
細
則
)

条
例
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
規
則
へ
の
委
任
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。
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